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団体紹介 Code for Adachi
Code for Adachi はITを活用し、より楽しい足立区を実現していく活動を行うグループです(足
立区NPO団体登録済み)

活動を通し、ITを軸として足立区をより良くしたい人のコミュニティも目指します。



Code for Adachi活動実績

子どもたちに向けたプログラミング体験会



Code for Adachi活動実績

2020年5月、コロナ禍の飲食業界支援策としてテイクアウト店を

WEB地図に展開する施策を実施しました(あだちから新聞にて

取材いただきました)

https://sites.google.com/view/code4
adachi-takeout/%E3%83%9B%E3
%83%BC%E3%83%A0



Code for Adachi活動実績

2020年12月、足立区がオープンデータとして公開している情報

を元に日ごと/年代ごとの感染者数を自動更新で表示するWEB
サイトを構築しました。

(当時、中学3年生のメンバーが作成)

https://sites.google.com/view/code4adachi-covid19



Code for Adachi活動実績

シニア向けのスマートフォン講座開催



あだちっこタイピングコンテスト

タイピングスピードのランキングを足立区内の小・中学生のみ

なさんで競いました。

2021年は54名、2022年は195名の参加。

足立区
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概要

足立区在住・在学の小学生たちが参加できるタイピングのスピー

ドを競い合うコンテストを実施する

コロナ禍を考慮しオンラインで実施

日頃の練習・スキル向上・モチベーション向上のためにタイピン

グのスピードに応じた段位を認定し、賞状・認定バッジを贈呈



タイピングコンテストの目的

2021年度よりGIGAスクール(パソコンの1人1台配布)が小中学

校でスタートしました

Code for Adachiとしても昨年度に引き続き足立区の子どもたち

を支援したいと考え、今回のコンテストを立案しました

パソコンを自由自在に使えることはこのITの時代に重要なスキ

ルの一つです

このプロジェクトは重要なスキルのうちの１つ、

「タイピング」にフォーカスして子どもたちの能力向上に寄与する

ものです



利用するタイピングカウント方法
オンラインの「寿司打」を使って判定

http://typingx0.net/sushida/



おおまかな流れ

１）予選期間：各自練習を重ね良いスコアが出たらWEBフォーム

からスコアを報告し、エントリー。

２）段位認定：点数に応じて段位を認定し、WEBで適宜発表

※子ども達はそれを見て「もっと上位をめざそう！」と頑張ってく

れます

３）予選結果発表＆最終段位決定

４）オンライン(Zoom)を使った予選会実施



2021年度の開催内容

第一回となる、2021年にげんき応援事業に採択

いただき、タイピングのスキルを足立区内の小・

中学生のみなさんで競いました。

コロナ禍を考慮し、予選・決勝ともにオンラインで

開催。54名が予選に参加、決勝進出は14名とな

りました。

さらには足立区教育委員会に後援いただき、決

勝戦では大山 足立区教育長からビデオメッセー

ジもいただきました。



２０２２年の新たなチャレンジ

・２０２１年度と同様の個人戦に加え、３人１組のチーム戦をあらた

に導入、友達などと楽しく練習・参加できるようにしました。



予選結果
● 締め切りまで適宜暫定段位を

WEBで掲載

● 最終スコアにより最終段位を認

定

● 名人級の上位16名、団体戦の

上位5チームが決勝に進出



202２年度の開催内容
202２年も同様の内容でげんき応援事業に採択い
ただき、タイピングのランキングを足立区内の小・中
学生のみなさんで競いました。

前年度の約４倍となる195名が予選に参加しまし
た。

また、前年同様は足立区教育委員会に後援いただ
き、決勝戦では大山  足立区教育長からのビデオ
メッセージもいただきました。

個人戦、チーム戦ともに多くの応募があっただけで
はなく、昨年を大幅に超える高いレベルとなりまし
た。
(正直なところ大人でももう勝てません！ )



足立よみうり新聞さんに掲載！

● オンライン決勝戦の模様を取材いただき、足立よみう

り新聞さん2022年12月16日発行の「足立よみうり新

聞」に掲載されました



参加記念品

● 参加記念品としてバッジとステッカーをプレゼントしました



今後の展望

● 今年度もげんき応援には応募しておりますが、３年目最後

の年度となります。展望の１つとして自走できる仕組みづくり

を検討したいと考えております。

● 既に足立区教育委員会からの後援は頂いておりますが、

ワークショップの開催などで共創ができるとよいなと考えて

おります。


